
5 6

事業活動と環境負荷（２００１年度） 

　当社では、火力発電の主燃料として石炭を使用しており、従来より資源の有効利用と環境負荷
の排出抑制のため、発電効率の向上や環境対策設備の導入に努めてきました。今後も、環境方針
に示したとおり、エネルギー利用効率の更なる向上など環境負荷の抑制に向けた取り組みを強化す
るとともに、循環型社会の構築に貢献するため、廃棄物の発生抑制と資源の再生・再利用に努めて
いきます。 

J-POWER／電源開発は「電気」をつくって、 
電力会社に卸売りしています。 

　当社は昭和27年に国によって設立された電気の卸売り会社で、日本全国に水力発電所58カ所、
火力発電所7カ所、地熱発電所1カ所を保有し、半世紀近くにわたり電気をつくり続けています。 
当社がつくった電気は各地の電力会社を通じて皆様のもとにお届けしています。 

燃料 

石炭 １,４２０万ｔ 

重油 ５万ｋｌ 

軽油 ３万ｋｌ 

水 

主な資材 

卸電気事業 

その他 

発電電力量 

水力 １１３億ｋＷｈ 

火力 ４４５億ｋＷｈ 

計 ５５８億ｋＷｈ 

資源の再生・再利用 

石炭灰有効利用 ９９万ｔ 

石こう有効利用 ３６万ｔ 

その他（廃コンクリート等） 

風力発電事業 

廃棄物発電事業 

国際事業 

エンジニアリング事業 

販売電力量 

５０４億ｋＷｈ 

「電源開発」 

火力発電 

地熱発電 

水力発電 

「電力会社」 

工場 

皆様の家庭 

CO2 ３,６０３万ｔ 

SOx １万ｔ 

ＮＯｘ ２万ｔ 

排水 ２６５万ｔ 

その他（ばいじんなど） 

廃棄物 

大気への排出等 

石炭灰 １５４万ｔ 

石こう ３６万ｔ 

その他（建設廃棄物など） 
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事業活動におけるINPUT-OUTPUTフロー（２００１年度） 

 

J-POWER／電源開発と電力会社の違い 

工業用水 ６８６万ｔ 

石灰石（炭酸カルシウム）  

 １９６千ｔ 

アンモニア １０千ｔ 

つくる 

卸売 


